
いちごドリルプリント

弥生時代 名前

問1 歴史上の生産活動の発展において、農具の素材が変化したことは大きな意味を持ちます。鉄製の刃先を用いた農具への変化について説明したも
のとして、正しい記述を選んでください。 （2016年 富山県公立入試 類似）

1. 鉄製の農具は重すぎて実用的では
なかったため、主に祭祀用の道具と
して使われた

2. 鉄の刃先が導入された後も、土を
耕す作業には一貫して木製のみの道
具が使われ続けた

3. 木製の土台に鉄の刃先を組み合わ
せる工夫により、耕作の効率が向上
した

4. 鉄は加工が困難であったため、刃
先も含めてすべて石で代用する手法
が普及した

問2 佐賀県に位置する吉野ヶ里遺跡は、集落の周囲に深い濠（ほり）や土塁を巡らせた「環濠集落」の代表例として知られています。このような大
規模な防衛施設を持つ集落が弥生時代に造られるようになった社会的な背景として、最も適切な説明はどれか、選びなさい。 （2020年 和歌山県公立入試

類似）

1. 仏教の伝来にともない、寺院を中
心とした聖域を保護する必要が生じ
たため

2. 頻発する大規模な洪水や高潮から
、住居や高床倉庫の浸水を防ぐ必要
があったため

3. 本格的な稲作が始まり、土地や水
をめぐる集落間の争いが激しくなっ
たため

4. 狩猟や採集の効率を上げるために
、獲物となる動物を追い込む囲いが
必要だったため

問3 佐賀県の吉野ヶ里遺跡などの墳丘墓から出土する「細形銅剣」をはじめとした青銅器の性格について述べた文として、歴史的な事実と合致する
ものはどれですか。 （2021年 佐賀県公立入試 類似）

1. 弥生時代を通じて、一貫して実戦
での殺傷能力を追求した武器であっ
た

2. 調理や食事を円滑に進めるために
開発された、一般庶民の日常の生活
用具であった

3. 富や権力を象徴し、村々のまとま
りを強めるための儀式や祭りに用い
られた

4. 鉄器に比べて硬度が高かったため
、土木工事の道具として普及した

問4 倭の奴国の王が、中国の後漢から金印を授かった紀元1世紀（西暦57年）ごろの世界情勢について、ヨーロッパや地中海周辺の動きを説明したも
のとして正しいものはどれですか。 （2026年 愛知県公立入試 類似）

1. アレクサンドロス大王が東方遠征
を行い、ヘレニズム文化が広がって
いた

2. ギリシャ人が地中海沿岸の各地に
ポリス（都市国家）を建設し始めた

3. 西ローマ帝国が滅亡し、ゲルマン
人の大移動が本格化していた

4. 地中海を囲む広大な地域を統一し
たローマ帝国が成立していた

問5 島根県の荒神谷遺跡や加茂岩倉遺跡では、大量の銅剣や銅鐸が一箇所に埋められた状態で発見されている。これらの金属器が、当時の社会にお
いて果たしていた役割について説明したものとして、最も適切なものはどれか。 （2022年 島根県公立入試 類似）

1. 五穀豊穣などを祈るための祭礼用
の道具として用いられた

2. 米などの収穫量を正確に計測する
ための度量衡として用いられた

3. 大規模な森林を切り開くための伐
採具として用いられた

4. 他の集落との戦争において、殺傷
能力の高い武器として実戦で用いら
れた

問6 3世紀の中国の歴史書において、邪馬台国の女王卑弥呼が30ほどの小国を従え、倭の王として交流したことが記されている当時の中国の王朝名を
答えなさい。 （2023年 山形県公立入試 類似）

1. 秦 2. 魏 3. 隋 4. 漢

問7 紀元前後の日本（倭）が100余りの小国に分かれていた時代、現在の福岡県付近にあった「奴国」の王が使者を派遣し、皇帝から「漢委奴国王」
と刻まれた金印を授けられたとされる中国の王朝を選びなさい。 （2016年 大阪府公立入試 類似）

1. 唐 2. 宋 3. 漢 4. 元

問8 弥生時代、大陸から金属器が伝わったことで人々の生活は大きく変化しましたが、当時の「青銅器」の主な用途と代表的な道具の組み合わせと
して最も適切なものはどれですか。 （2018年 大阪府公立入試 類似）

1. 鋭利な刃物として戦闘に用いられ
、剣や矛などの武器の主流となった
。

2. 祭祀や儀式のための道具として用
いられ、銅鐸や銅鏡などが作られた
。

3. 食料を保存・調理するための容器
として用いられ、須恵器などが作ら
れた。

4. 頑丈な農具として開墾に用いられ
、すきや鍬（くわ）の先などが作ら
れた。

問9 弥生時代から古墳時代にかけて、収穫道具が「石包丁」から「鉄鎌」へと変化したことに伴い、収穫の方法はどのように変化したか。 （2016年

奈良県公立入試 類似）

1. 石の表面で殻を削る方法から、金
属の刃で穂を細かく刻む方法へと変
化した

2. 手作業で一粒ずつ拾う方法から、
土器を使って一度に回収する方法へ
と変化した

3. 地中の根を掘り起こす方法から、
穂を叩いて実を落とす方法へと変化
した

4. 実った穂先だけを摘み取る方法か
ら、株の根元から刈り取る方法へと
変化した

問10 佐賀県で発見された弥生時代の代表的な遺跡について述べた文として、正しいものはどれか。この遺跡は、大規模な堀や土塁を巡らせた集落の
跡として知られている。 （2026年 大阪府公立入試 類似）

1. 三内丸山遺跡では、縄文時代の大
規模な定住集落跡が青森県で確認さ
れている。

2. 登呂遺跡では、弥生時代の水田跡
や木製農具が静岡県で発見されてい
る。

3. 唐古・鍵遺跡では、奈良県におい
て弥生時代の環濠集落や多量の木製
品が見つかっている。

4. 吉野ヶ里遺跡では、外敵を防ぐた
めの深い堀を巡らせた環濠集落の跡
が確認されている。

問11 弥生時代の遺跡の復元資料において、茅（かや）などの植物で葺かれた屋根が地面に接するほど低く設置され、地面を掘り下げて基礎としてい
る住居が見られます。この住居と、同じ時代に稲などを保管するために作られた「高床倉庫」の構造上の最大の違いは何ですか。 （2018年

奈良県公立入試 類似）

1. 住居は円形のものしかないが、倉
庫はすべて三角形の形をしている

2. 住居は地面を掘り下げて床を作っ
ているが、倉庫は柱によって床を高
い位置に設けている

3. 住居は瓦で屋根を葺いているが、
倉庫は茅や草を用いて屋根を葺いて
いる

4. 住居は木材を一切使わずに石だけ
で作られているが、倉庫は木材を中
心に作られている

問12 3世紀前半の倭（日本）について記した中国の歴史書である「魏志倭人伝」には、多くの小国を従えた強力な勢力の存在が記されています。この
勢力の名称と、周辺の小国を連合させて治めていたとされる女王の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2026年 大阪府公立入試 類似）

1. 邪馬台国 ― 卑弥呼 2. 邪馬台国 ― 推古天皇 3. 奴国 ― 持統天皇 4. 奴国 ― 卑弥呼


